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調査結果のポイント 

 

Point１ 「やさしい日本語」（※）を使うことのメリットは情報の

収集と日本人とのコミュニケーション（問４－２） 

｢生活に必要な、 さ ま ざま な情報を 知る こ と ができ る 」 が 68. 2％と 最も 多く ､ 

ついで「 日本人と 簡単にコ ミ ュ ニケ―ショ ンがと れる 」 が 60. 3％、「 災害や病

気など の時に、（ 日本人と コ ミ ュ ニケーショ ンができ る ので） 不安がなく なる ｣ 

が 57. 3％と なっていま す。  

 

 

 

※「 やさ し い日本語」 と は、 外国人にも わかり やすく 表現し た日本語のこ と です。  
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56.2 
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65.1 

42.7 

34.3 

37.8 

28.7 

57.3 

56.2 

6.4 

6.7 

2.2 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和４年度

（N=616)

令和元年度

（N=495)

日本人と簡単にコミュニケーションがとれる

生活に必要な、さまざまな情報を知ることができる

ひとりで買い物など外に出かけることができる

街を歩いているとき、不安がなくなる

災害や病気などの時に、（日本人とコミュニケーションができるので）不安がなくなる

その他

無回答
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Point２ 日本語の学習方法は「1 回 1,500 円以上のプライベートレ

ッスン」、「その他」が多く、自分のペースで行いたい人

が多い（問８-２） 

「 1 回 1, 500 円以上のプラ イ ベート レ ッ ス ン」、「 その他」 が 34. 6％と 最も 多

く 、 ついで「 友人」 が 20. 2％、「 テレ ビ・ ラ ジオの講座」 が 17. 6％と なっ てい

ま す。  

「 1, 500 円以上のプラ イ ベート レ ッ ス ン」 を３ 割台半ば以上の方が受講し て

おり 、 同率「 その他」 の内訳も 、 独学、 イ ンタ ーネッ ト 、 アプリ 利用が半数以

上を占め、 日本語習得は自分のペース でと 望ま れる 外国人の方が多い傾向がみ

ら れま す。  
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24.0 

13.5 

27.9 

11.4 

17.7 

21.6 

24.6 

2.4 

9.0 

0% 10% 20% 30% 40%

港区役所がやっている基礎日本語教室

専門学校や日本語学校

１回1,500円以上の教室

１回1,500円以上のプライベートレッスン

１回1,000円以下の教室

無料の教室

通信教育

テレビ・ラジオの講座

友人

その他

わからない

無回答令和４年度（N=188)

令和元年度(N=333)
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Point３ 日常生活の中で困っていることは、「日本語の読み書き」

と答えた人が前回と同様に最も多く、ほとんどの項目が

減少（問 14） 

「 特にない」 が 42. 4％と 最も 多く 、 前回の調査から 15. 7 ポイ ント 増加し て

おり 、 日常生活の困り ごと が減少し ていま す。 ついで、「 日本語（ 読み書き な

ど ）」 が 21. 4％、「 生活に必要な金のこ と （ 保険料、 医療費、 税金、 年金など を

含む）」 が 18. 0％、「 病院・ 医療のこ と 」 が 17. 4％と なっていま す。  

前回調査と の比較では、 ほと んど の項目が減少し ていま す。  

15.4 
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18.0 

6.5 

8.6 

2.8 

3.4 

5.4 
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5.9 
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4.4 

3.8 

4.4 

4.4 

26.7 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公的な問題や質問をどこにきくのかわからない

在留資格やビザ等の問題

日本語（読み書きなど）

日本人・他国籍人とのコミュニケーション

仕事のこと

住宅のこと

子どもの養育・教育のこと

隣近所とのつき合い

病院・医療のこと

住まい周辺の環境のこと（安全面など）

生活に必要なお金のこと（保険料､医療費、

税金、年金などを含む）

ものの値段のこと

風習や習慣の違い

食事のこと

買物のこと

好きなこと・遊びのこと

その他

特にない

無回答
令和４年度

（N=616)

令和元年度

（N=498)
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Point４ 地域の活動への参加意向は６割を超えている（問 17） 

「 興味がわく も のであれば参加し てみたい」 が 45. 9％と 最も 多く 、 ついで

「 ぜひ活動に参加し てみたい」 が 16. 9％と なっ ていま す。  

前回調査と の比較では「 すでに参加し ている 」 が 3. 3 ポイ ント 減少し 、「 参

加し たい」 と いう 主旨の回答は合わせて 62. 8％（ 今回調査） と なり 、 ３ ポイ ン

ト 増加し ていま す。  
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すでに参加している ぜひ活動に参加してみたい

興味がわくものであれば参加してみたい 参加してみたいと思わない

わからない 無回答
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Point５ 日頃の情報の入手先は「SNS 以外のウェブサイト」が最

も多く 48.9％。「SNS（Twitter、Facebook 等）」は前回

調査時より 8.8 ポイント増加（問 19） 

日頃、 情報を集めよ う と する 時の主な入手先は「 SNS 以外のウ ェ ブサイ ト 」

が 48. 9％、「 日本人の友人・ 知人」 が 48. 7％、「 SNS（ Twi t t er、 Facebook 等）」

が 41. 9％と なっていま す。  

「 区役所」 が 20. 0％（ 今回調査） と 前回調査時と 比較し て 0. 6 ポイ ント 増加

し 、「 テレ ビ 」、「 新聞」 が、 前回調査と 比較し て減少、「 SNS 以外のウ ェ ブサイ

ト 」、「 SNS（ Twi t t er、 Facebook 等）」 が増加し ていま す。  

35.6 

48.7 

39.3 

20.9 

4.4 

3.2 

31.8 

18.5 

24.5 

4.7 

12.8 

41.9 

48.9 

6.7 

1.5 

20.0 

7.1 

1.9 

8.6 

2.1 

3.4 

0.8 

1.3 

37.6 

43.8 

36.0 

7.1 

6.5 

26.9 

20.4 

30.7 

3.8 

14.9 

33.1 

45.7 

8.5 

2.8 

19.4 

4.8 

2.8 

5.9 

1.2 

4.2 

2.0 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族

日本人の友人・知人

同じ国籍の友人・知人

違う国籍の友人・知人

日本人以外の友人・知人

子どもの学校のＰＴＡやそのメンバーが主催するグループ

地域の町会・自治会

職場・学校の人（日本人）

職場・学校の人（日本人以外）

テレビ

ラジオ

新聞

ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ等）

ＳＮＳ以外のウェブサイト

配信されるメールマガジンや参加しているメーリングリスト

ボランティア団体やＮＰＯ

区役所

東京都、入国管理局など国の機関

港区国際交流協会

大使館

弁護士

その他

頼れる人や頼れるところがない

無回答
令和４年度

（N=616)

令和元年度

（N=495)
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Point６ 区の行政サービスや暮らしの情報などの入手方法は「港

区のホームページを見る」が 49.7％（問 33） 

区の行政サービ ス や暮ら し の情報など の入手方法は「 港区のホームページを

見る 」 が 49. 7％と 最も 多く 、 ついで「 友人・ 知人に聞く 」 が 31. 3％と なって

いま す。  

前回調査よ り 「 港区のホームページを見る 」 が７ ポイ ント 以上増えており 、

外国人にと っ ての大切な情報源と なっ ていま す。  

23.5 

31.3 

5.0 

25.2 

14.1 

49.7 

18.7 

20.1 

10.7 

9.6 

10.6 

4.7 

2.1 

3.2 

1.6 

8.4 

2.3 

6.3 

1.5 

24.2

32.7

5.1

27.3 

19.4 

42.4 

17.2 

21.8 

12.3 

6.5 

12.1 

5.1 

2.4 

3.4 

3.8 

8.9 

2.0 

5.9 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族に聞く

友人・知人に聞く

町会・自治会等に聞く

区役所に行く

総合支所に行く

港区のホームページを見る

ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ等）を見る

ＳＮＳ以外のウェブサイトを見る

区役所に電話をかける

「広報みなと」や「Ｍｉｎａｔｏ Ｍｏｎｔｈｌｙ」

などの紙媒体を見る

「暮らしのガイド」を見る

生活に役立つ情報をまとめた

「役立つＭＩＮＡＴＯ生活情報」を見る

コールセンター（みなとコール）に電話をかける

総合支所の地域情報誌（紙）を見る

ケーブルテレビを見る

転入の際にもらったウェルカム・パッケージに

入っている資料を見る

その他

特に入手する情報はない

無回答令和４年度

（N=616)

令和元年度

（N=495)
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Point７ 外国人と日本人がともに豊かな地域社会を作り上げるた

めに必要な区の取組として、「情報の多言語化」を求め

る人が最も多く５割（問 41） 

全ての外国人と 日本人がと も に考え、 支え合いながら 、 豊かな地域社会を作

り 上げる ために必要なこ と については「 情報の多言語化を進める 」 が 50. 8％と

最も 多く 、 ついで「 外国人と 日本人で意見を 言い合い、 お互いを分かり あう 機

会をつく る 」 が 42. 4％、「 外国人への偏見・ 差別をなく すための努力を 行う 」

が 42. 0％と なっていま す。  

前回調査と 比較する と 、「 地域コ ミ ュ ニティ での事業に通訳をつける など 外

国人が参加し やすい環境を 作る 」 が 14. 4 ポイ ント 増えていま す。  

50.8 

37.5 

27.4 

41.7 

42.4 

23.4 

30.7 

24.4 

28.4 

12.7 

27.3 

42.0 

29.1 

17.9 

19.2 

4.2 

6.3 

1.6 

53.5 

31.1 

30.1 

27.3 

34.7 

25.3 

27.3 

25.7 

26.5 

10.7 

25.7 

40.2 

21.0 

15.2 

12.1 

2.6 

5.3 

8.7 

0% 20% 40% 60%

情報の多言語化を進める

情報の提供方法を改善する（ＳＮＳ、

メールマガジンの利用など）

情報を「やさしい日本語」で提供する

地域コミュニティでの事業に通訳をつけるなど

外国人が参加しやすい環境を作る

外国人と日本人で意見を言い合い、

お互いを分かりあう機会をつくる

インターナショナルスクールとの交流を進める

国際文化交流事業等を支援する

諸外国の文化や生活情報を区民へ紹介する

日本の伝統的な文化や芸能を紹介する

ＮＰＯやボランティア団体等へ助成等の支援を行う

外国人が区へ意見や提案を行いやすい方法等を

整備する

外国人への偏見・差別をなくすための努力を行う

職員の語学力向上

相談体制を充実させる

大使館との連携を強化する

その他

わからない

無回答
令和４年度

（N=616)

令和元年度

（N=495)
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第１章 実態調査の概要 

１ 調査の目的 

区内在住外国人の実態を 把握し 、 多様な文化と 人が共存する 活力と 魅力あふれる 成熟し た

「 国際都市・ 港区」 の実現に向けた施策展開の資料と し ま す。 ま た、 令和５ （ 2023） 年度に

改定する 「 港区国際化推進プラ ン 」 の基礎資料と し ま す。  

２ 調査の概要 

２-１ 調査の設計 

（ １ ）  調査地域  港区全域 

（ ２ ）  調査対象  令和４ 年７ 月 29 日現在、 港区に住民登録し ている 外国人のう ち 20 歳以

上の人 

（ ３ ）  標本数   3, 000 人 

（ ４ ）  標本抽出  住民基本台帳から 無作為抽出 

（ ５ ）  調査方法  郵送法（ 郵送配付－郵送回答）、 イ ン タ ーネッ ト 回答 

（ ６ ）  調査期間  令和４ 年９ 月 13 日から 10 月 11 日ま で 

２-２ 調査の内容 

（ １ ）  あなたについて 

（ ２ ）  こ と ばについて 

（ ３ ）  日常生活の問題と コ ミ ュ ニティ 活動について 

（ ４ ）  災害に強い街づく り について 

（ ５ ）  教育について 

（ ６ ）  医療について 

（ ７ ）  港区について 

（ ８ ）  情報発信について 

（ ９ ）  国際化推進について 

（ 10）  区政全般について（ 自由意見）  

２-３ 回収状況 

標本数 ３ , ０ ０ ０ 件

有効回収数 ６ １ ６ 件

有効回収率（ 有効回収数／標本数*１ ０ ０ ）  ２ ０ . ５ ％
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２-４ 回収調査票言語 

調査票の言語は、 英語が 49. 4％と 最も 多く 、 ついで日本語の 32. 5％と なっていま す。  

調査票の言語 件数 ％ 

日本語 200 32. 5 

英語 304 49. 4 

中国語 74 12. 0 

韓国語/朝鮮語 38 6. 2 

無回答 0 0. 0 

   

 

３ 報告書の見方 

 （ １ ） 集計は、 小数第二位を四捨五入し ていま す。 し たがいま し て、 数値の合計が 100. 0％

になら ない場合があり ま す。  

 （ ２ ）「 サン プル数」 は、 設問に対する 回答者の数です。  

 （ ３ ） 回答の比率（ ％） は、 その質問の回答者数を 基数と し て算出し ていま す。 し たがいま

し て、 複数回答の設問は全ての比率を 合計する と 100. 0％を 超える こ と があり ま す。  

 （ ４ ） 本文や図表中の選択肢表記は、 場合によ っては語句を 短縮・ 簡略化し ていま す。  

 （ ５ ） 分析の軸（ ＝表側） と し た調査回答者の属性（ 国籍ま たは出身地域、 日本での在住年

数別など ） は、 無回答を掲載し ていないため、 各調査回答者のサンプル数の合計が全

体と 一致し ない場合があり ま す。  

 （ ６ ） 分析の軸（ ＝表側） と し た調査回答者の属性（ 国籍ま たは出身地域、 日本での在住年

数別など ） で基数が少ないも の（ 30 人未満） は、 標本誤差が大き く なる ため、 参考と

し て図示し ていま すが、 分析対象から は除いていま す。  

 （ ７ ） 統計数値を 考察する にあたっては、 表現をおおむね以下のと おり と し ていま す。  
 

例 表現 

17. 0～19. 9％ 約２ 割 

20. 0～20. 9％ ２ 割 

21. 0～22. 9％ ２ 割を超える  

23. 0～26. 9％ ２ 割台半ば 

27. 0～29. 9％ 約３ 割 

 

 （ ８ ） 複数回答の設問における ク ロ ス 集計の分析については、 図表のタ イ ト ルに（ 上位６ 項

目） など と 書き 添えてある も のも あり ま す。 その場合、「 その他」 や「 無回答」 など は

項目数と し て含めずに数えていま す。  

 （ ９ ） 表の凡例 ■■ 表側・ 縦軸項目の最上位回答、 ■■ 表側・ 縦軸項目の第二位回答

日本語

32.5%

英語

49.4%

中国語

12.0%

韓国語/朝鮮語

6.2%

N=616



令和４年度 国際化に関する実態調査 

17 

４ 標本誤差について 

標本誤差は、 以下の式で得ら れ、 比率算出の基数（ ｎ 、 回答者数）、 回答の比率（ ｐ ） によ

って誤差幅が異なり ま す。  

 

 

 

 

 

 

し たがっ て、 今回調査の母集団 18, 477 名（ 令和 4 年 7 月末現在国籍別外国人住民数（ 港

区 HP）、 配付 3, 000 件、 回収 616 件によ り 信頼度 95％を担保し ている も のと なり ま す。  

 

回答比率（ ｐ ）

 

ｎ  

90％ま たは 

10％程度 

80％ま たは

20％程度 

70％ま たは

30％程度 

60％ま たは 

40％程度 
50％程度 

616 ±2. 33％ ±3. 11％ ±3. 56％ ±3. 81％ ±3. 98％

300 ±3. 37％ ±4. 49％ ±5. 15％ ±5. 5％ ±5. 62％

100 ±5. 87％ ±7. 82％ ±8. 96％ ±9. 58％ ±9. 78％

50 ±8. 31％ ±11. 07％ ±12. 69％ ±13. 56％ ±13. 84％

 

※こ の表の見方 

 標本誤差と は、 全体（ 母集団） の中から 一部を 抽出し て行う 標本調査では、 全体を 対象に行

っ た調査と 比べ、 調査結果に差が生じ る こ と があり 、 その誤差のこ と を さ し ま す。 こ の誤差は

標本の抽出方法や標本数によ っ て異なり ま すが、 こ の計算式を今回の調査にあてはめて算出し

たのが上記の表です。 見方と し ては例えば、「 ある 問の回答者数が 616 人であり 、 その設問中

の選択肢の回答比率が 60％であっ た場合、その回答比率の誤差の範囲は最大でも ±3. 81％以内

（ 56. 19～63. 81％） である 」 と みる こ と ができ ま す。  

 

 

 

標本誤差 = 
Ｎ－ｎ 

Ｎ－１ 

ｐ（１－ｐ）

ｎ 
× × 1.96 

Ｎ ： 母集団（ 港区の外国人登録者数）  
ｎ ： サンプル数（ 有効回収数）  
ｐ ： 回答比率（ 1 つの選択肢に対し て得ら

れた回答者の割合）  
1. 96： 信頼率 95％と 設定し た場合の定数

（ 調査の 母集団に同じ 設問を し て
も 、 統計学的には 95％の確率で同じ
回答が得ら れる と いう も の）  



 

 


